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表1(也)EMSミくりこみ三回
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表 2‡GI;W における短配列の出現確率分布 表 1と同様. ただしモデルのパラメータは､
p-212,e=0.6,lain=10,zmdl.mx-109,である｡
表2(a)GLWM:くりこみ無し 表2(C)GI;WM王くりこみ二回
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表2(a)GLUM:くI)こみ三回
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｢複雑系5｣
ここで､応用例として､以上の方法をデータベースから取り寄せた噴乳類､主にヒト
のDNA塩基配列に対して適用した例を紹介しよう｡配列中,アデニンとグアニンは"1"､
シトシンとチミンぽ'o"に置き換えてビット列に変換し､短配列の出現確率分布を測定し
た結果が表3である6｡この表でまず目を引くのが､くりこみを行うか行わないかに関わ
らず､これらの分布が橿めて類似していることである｡すなわち､DNA塩基配列は1塩
基のスケールから､より大きいスケールまで通じる精巧な自己相似性を持っていることに
なる｡さらに､ここで見られた安定な分布はタイプAのものであった｡GIJWMやそれと
類似のモデル【30】は､少なくともこの事実に関する限り､DNA配列の構造を説明するモ
デルとしては適切なものではない｡尚､以上は非コード海域を含むDNA配列の解析結果
であった｡我々は非コード額域をほとんど含まず､長距離相関を持たないと主演されてい
る酵母(saccharomycescerevisiac)のDNAについても解析を行ったが､表3とはぼ同様
な結果が得られた｡最近の研究で､コード商域でも長拒熊的な相関があるという報告もな
されており【3qト コード額域と非コード嶺域の塩基配列が極端に違う構造を持っていると
いう考えは単純には肯定できない｡
4 まとめ
この小文では､長距離相関をもつビット列､もしくはそれを生み出すモデルを特徴づ
ける一般的な方法として､｢くりこみ+短配列の出現確率分布Jが有効であることを示し
た｡この解析法の強みは､ビット列が如何にして生成されたかについても手がかりを掴め
ることにある｡また短配列の代表的な分布として､タイプAおよびタイプBの二種類が
得られたが､これ以外にどのようなタイプの分布が現れ得るのか､という問題はとても興
味深い｡これを考えることは今後の課題としたい｡
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